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小関弘展，米倉暁彦，樋口隆志，砂川伸也，西山裕太，尾﨑 誠：脛骨顆外反骨切り術におけるX線学的所見と

短期臨床成績の関連性. 臨床雑誌『整形外科』 74(1): 1-6, 2023.

小関弘展，梶山史郎，西山裕太，水上 諭，砂川伸也，森川明典，北村英利，山口和博：少年野球選手の肘関節

痛に関わる危険因子. 臨床整形外科 58(2): 191-197, 2023.

小関弘展，志田崇之，朝永 育，西山裕太，吉田大佑，今井智恵子：長崎県における大腿骨近位部骨折の疫学的
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票を用いた分析－. 保健医療科学 72(3): 249-257, 2023.
森内剛史，西 啓太，岡村諒平，小関弘展，東 登志夫：骨格筋痛による皮質脊髄路の興奮性低下に対するミラー

セラピーの効果. 日本作業療法学会抄録集 57回: PP, 2023.

山田麻和, 古山雅子, 折口智樹：関節リウマチ患者と健常者におけるサルコペニア有病率と栄養・運動状況の比

較検討. 臨床リウマチ 35(2): 95-107, 2023.

西 祐樹,生野公貴,南川勇二,中田佳佑,大住倫弘,森岡 周：中枢神経障害によるしびれ感に対するしびれ同調経皮的

電気神経刺激の効果検証 ─シングルケース実験デザイン─. 物理療法科学 30(1): 67-75, 2023.

坂本淳哉, 下 和弘, 大住倫弘, 井上雅之, 平賀勇貴, 坂野裕洋, 城 由起子, 大賀智史, 佐々木 遼, 常盤雄地, 中楚友一

朗, 丹羽祐斗, 服部貴文, 松原貴子, 一般社団法人日本ペインリハビリテーション学会ガイドライン委員会：ペイ

ンリハビリテーションに活かす慢性疼痛診療ガイドライン. Pain Rehabilitation 13(1): 1-7, 2023.

小関弘展，室田浩之，志田崇之，砂川伸也，松村 海：人工爪装置による掻破動作の客観的評価. 日本義肢装具学

会誌 39(1): 47-52, 2023.

梶山史郎，小関弘展，朝永 育，尾﨑 誠：骨折内固定材のバイオフィルム感染—エビデンス・コンセンサスと不

明点. 臨床整形外科 58(6): 751-757, 2023.

花田匡利, 名倉弘樹, 及川真人, 竹内里奈, 神津 玲：単純X線写真 読影達人への第一歩(第3回) 肺炎・急性呼吸促迫

症候群. 理学療法ジャーナル 57(6): 623-627, 2023.

及川真人, 花田匡利, 名倉弘樹, 竹内里奈, 神津 玲：単純X線写真 読影達人への第一歩(第4回) 無気肺. 理学療法

ジャーナル 57(7): 751-756, 2023.

陶山和晃, 田中貴子, 神津 玲：【外来理学療法の現状と課題】呼吸器疾患患者に対する外来理学療法の現状と課

題. 理学療法 40(7): 607-613, 2023.

佐藤 晋, 宮崎慎二郎, 玉木 彰, 吉村芳弘, 荒井秀典, 藤原 大, 桂 秀樹, 川越厚良, 神津 玲, 前田圭介, 小川純人, 植木

純, 若林秀隆：呼吸サルコペニア 4学会合同ポジションペーパー(二次出版). リハビリテーション栄養 7(2): 230-
244, 2023.

神津　玲：理学療法士における専門性の真価とは 内部障害理学療法からの視点. 長崎理学療法 22: 1-5, 2023.

神津 玲：【理学療法の2040年】2040年を見据えた理学療法の取り組み 呼吸器疾患. 理学療法ジャーナル 57(4):
411-414, 2023.
名倉弘樹, 及川真人, 花田匡利, 竹内里奈, 神津 玲：単純X線写真 読影達人への第一歩(第1回) 重症慢性閉塞性肺疾

患. 理学療法ジャーナル 57(4): 371-375, 2023.

及川真人, 名倉弘樹, 花田匡利, 竹内里奈, 関野元裕, 神津 玲：【ARDS:診療ガイドラインと今後の展望】ARDS患
者に対する早期リハビリテーション. 呼吸器内科 43(5): 530-538, 2023.

竹内里奈, 名倉弘樹, 及川真人, 花田匡利, 神津 玲：単純X線写真 読影達人への第一歩(第2回) 間質性肺疾患. 理学

療法ジャーナル 57(5): 499-504, 2023.

佐藤 晋, 宮崎慎二郎, 玉木 彰, 吉村芳弘, 荒井秀典, 藤原 大, 桂 秀樹, 川越厚良, 神津 玲, 前田圭介, 小川純人, 植木

純, 若林秀隆：二次出版 呼吸サルコペニア4学会合同ポジションペーパー. 日本サルコペニア・フレイル学会雑誌

7(1): 96-111, 2023.
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折口智樹：関節リウマチの治療について. 流会報ながさき 62: 3-9, 2023.
折口智樹：ステロイド抵抗性PMRの治療. リウマチクリニック 36: 8-9, 2023.
神津 玲：理学療法評価学，第4版. 医学書院 : 172-183, 2023.
神津 玲, 関野元裕：理学療法士集中治療テキスト. 真興交易(株)医書出版部 : 238-259, 2023.
神津 玲：運動療法学 総論，第5版. 医学書院 : 96-113, 2023.
本田祐一郎：こだわり抜く筋力増強運動. 文光堂 : 17-37, 2023.

沖田 実：関節可動域 Range of joint motion. 運動と医学の出版社 : 138-147, 2023.

中川法一, 井口　茂, 大塚裕一, 花房謙一, 日高正巳, 小林隆司, 柴田美雅, 池嵜寛人, 光内梨佐, 酒井吉仁, 飯塚菜央,
内山千鶴子, 吉村亜樹, 橋村康二, 工藤絵梨果, 竹井和人, 岡　大樹, 務台均, 長福佑佳, 内藤佐季, 小岩伸之, 田篭慶

一, 都留貴志, 山口裕之, 渡邊基子, 矢野智恵, 長福武志, 濱田浩樹, 舟川和孝, 加納一則, 山下昌彦, 山田隆介, 神谷喜

一, 田原真悟, 佐藤祐治, 小堀牧子, 髙木達郎, 尊田英二朗, 山城有一郞, 浦田健太郎, 半田央梨緒, 竹谷剛生：PT・
OT・STクリニカル・クラークシップ かんたんな解説とQ&Aでお悩み解決！ きっとうまくいく診療参加型臨床

実習. 株式会社 南江堂 : 81-82, 2023.

沖田 実：関節可動域制限とは. フレイル高齢者の関節可動域　ケアの指標としての活用，三輪書店 : 27-41, 2023.

沖田 実：関節可動域制限を含む機能障害の考え方：研究・教育・臨床への提言. フレイル高齢者の関節可動域

ケアの指標としての活用，三輪書店 : 256-270, 2023.
坂本淳哉：不活動に起因する機能障害. フレイル高齢者の関節可動域　ケアの指標としての活用，三輪書店 :
148-163, 2023.

本田祐一郎：メカニズムから紐解くリハビリテーション戦略, Ⅰ. 基礎研究のエビデンス. フレイル高齢者の関節可

動域　ケアの指標としての活用，三輪書店 : 119-128, 2023.

田中貴子, 神津 玲：【卒前教育】内部障害領域における卒前教育の現状と卒後教育への期待. 呼吸理学療法学

3(Suppl.): 95, 2023.

片岡英樹, 後藤 響, 近藤祐太朗, 野元祐太郎, 中川晃一, 山下潤一郎, 森田 馨, 平瀬達哉, 坂本淳哉, 沖田 実：脊椎圧

迫骨折患者に対する身体活動促進プログラムを導入した遠隔リハビリテーションの経験. 運動器理学療法学

3(Supplement): 129, 2023.

佐々木 遼, 本田祐一郎, 梶原康宏, 中川晃一, 高橋あゆみ, 坂本有希倫, 盛田日菜子, 近藤祐太朗, 沖田星馬, 後藤 響,
近藤康隆, 片岡英樹, 坂本淳哉, 沖田 実：変形性股・膝関節症患者の身体活動量や痛みに対する運動療法と患者教

育の効果 メタアナリシスによる検討. 運動器理学療法学 3(Supplement): 179, 2023.

近藤康隆, 吉田佳弘, 坂本有希倫, 本田祐一郎, 片岡英樹, 坂本淳哉, 沖田 実：人工膝関節全置換術1年後における日

常生活困難度が高い患者の術前ならびに術後早期の特徴. 運動器理学療法学 3(Supplement): 137, 2023.

野元祐太郎, 片岡英樹, 近藤祐太朗, 中川晃一, 後藤 響, 山下潤一郎, 坂本淳哉, 沖田 実：大腿骨近位部骨折術後に

強い疼痛が持続する患者の特徴 圧痛閾値を含めた多面的評価による縦断的検討. 運動器理学療法学

3(Supplement): 41, 2023.

坂本有希倫, 近藤康隆, 吉田佳弘, 本田祐一郎, 沖田 実, 坂本淳哉：人工膝関節全置換術後早期に実施する上肢によ

る有酸素運動が痛みや運動機能,日常生活活動におよぼす影響. 運動器理学療法学 3(Supplement): 14, 2023.

後藤 響, 片岡英樹, 中川晃一, 近藤祐太朗, 野元祐太郎, 山下潤一郎, 森田 馨, 西 祐樹, 坂本淳哉, 沖田 実：認知機能

が低下した大腿骨近位部骨折患者における術後経過の特徴. Pain Rehabilitation 13(2): 110, 2023.

佐々木 遼, 坂本淳哉, 本川智子, 本田祐一郎, 沖田 実：関節炎に対する低強度パルス超音波フォノフォレーシス療

法の生物学的効果 マクロファージの動態に着目した検討. Pain Rehabilitation 13(2): 97, 2023.

福山りか子, 小川祥広, 佐々木 遼, 本川智子, 本田祐一郎, 坂本淳哉, 沖田 実：変形性膝関節症に対する疼痛軽減効

果を得るために必要な運動の要素の検討 変形性膝関節症モデルラットを用いた基礎的検討. Pain Rehabilitation
13(2): 97, 2023.

坂本有希倫, 近藤康隆, 沖田星馬, 小路永知寿, 田端文登, 吉田佳弘, 西 祐樹, 本田祐一郎, 沖田 実, 坂本淳哉：人工

膝関節全置換術後早期の運動耐容能に関連する要因の検討. Pain Rehabilitation 13(2): 84, 2023.
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野元祐太郎, 片岡英樹, 近藤祐太朗, 後藤 響, 山下潤一郎, 森田 馨, 坂本淳哉, 沖田 実：大腿骨近位部骨折術後に強

い痛みが残存する患者の特徴. Pain Rehabilitation 13(2): 77, 2023.

近藤祐太朗, 片岡英樹, 野元祐太郎, 中川晃一, 後藤 響, 山下潤一郎, 坂本淳哉, 沖田 実：新鮮脊椎圧迫骨折受傷後

に慢性疼痛に移行する患者の受傷早期の特徴. Pain Rehabilitation 13(2): 77, 2023.

後藤 響, 片岡英樹, 中川晃一, 近藤祐太朗, 野元祐太郎, 山下潤一郎, 森田 馨, 西 祐樹, 坂本淳哉, 沖田 実：認知機能

が低下した大腿骨近位部骨折患者における術後経過の多面的特徴. Journal of Musculoskeletal Pain Research 15(4):
S66, 2023.
石松祐二, 海部佳純, 坂本憲穂, 神津 玲, 花田匡利, 迎 寛：間質性肺疾患患者の臨床評価項目と身体活動量との関

連. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 178s, 2023.

及川真人, 花田匡利, 名倉弘樹, 竹内里奈, 坂本憲穂, 石本裕士, 城戸貴志, 石松祐二, 迎 寛, 神津 玲：間質性肺疾患

患者における呼吸サルコペニアの有病率と臨床的特徴. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.):
166s, 2023.
篠原史都, 飯田有輝, 森沢知之, 山内康太, 小幡賢吾, 神津 玲, 河合佑亮, 井上茂亮, 西田 修：重症患者の入院関連能

力障害と退院後における介護予防の必要性との関連. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32(1): 84-90,
2023.

坂本有希倫, 近藤康隆, 沖田星馬, 小路永知寿, 吉田佳弘, 沖田　実, 坂本淳哉：人工膝関節全置換術後の運動耐容

能に影響する要因 痛みの精神心理面や身体活動量を含めた多面的評価に基づく検討. PAIN RESEARCH
38(Supplement): S57, 2023.

沖田星馬, 石木雄大, 本田祐一郎, 高橋あゆみ, 前田俊輔, 三宅純平, 近藤康隆, 吉田佳弘, 坂本淳哉, 沖田 実：電気刺

激誘発性筋収縮運動による不活動性筋痛の進行抑制効果は刺激強度が影響する. Pain Rehabilitation 13(2): 73,
2023.
禹 炫在, 青木秀樹, 片岡英樹, 山下潤一郎, 吉武孝敏, 神津 玲：高齢市中肺炎患者における入院中の身体活動量と

入院関連能力低下との関連. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 31(3): 345-351, 2023.

森 大地, 板木 雅俊, 岩佐 恭平, 大濱慎一郎, 北川 知佳, 田中 貴子, 池内智之, 河野哲也, 津田 徹, 神津 玲：慢性呼吸

器疾患患者の要介護度認定結果における患者満足度とその関連因子. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌

31(3): 305-310, 2023.
片岡英樹, 後藤 響, 近藤祐太朗, 中川晃一, 加世田 亮, 池田 葵, 山下潤一郎, 西 祐樹, 坂本淳哉, 沖田 実：脊椎圧迫骨

折患者に対する行動医学的介入を併用した遠隔リハビリテーションの実践 実施可能性および有効性の予備的検

討. Journal of Musculoskeletal Pain Research 15(4): S78, 2023.

坂本有希倫, 近藤康隆, 沖田星馬, 小路永知寿, 吉田佳弘, 沖田 実, 坂本淳哉：人工膝関節全置換術後の運動耐容能

には痛みに対する無力感や身体活動量が強く影響する. Journal of Musculoskeletal Pain Research 15(4): S74, 2023.

本川智子, 坂本淳哉, 佐々木 遼, 本田祐一郎, 沖田 実：電気刺激誘発性筋収縮運動がラット末期変形性膝関節症の

軟骨下骨の破骨細胞の動態におよぼす影響. Journal of Musculoskeletal Pain Research 15(4): S73, 2023.

三宅純平，前田俊輔，高橋あゆみ，本田祐一郎，坂本淳哉，沖田 実：骨格筋電気刺激によるラット腓腹筋の廃

用性筋萎縮の進行抑制効果. 基礎理学療法学 26(Supplement): O01-1, 2023.

金原一宏, 有薗信一, 田中なつみ, 田中貴子, 寺田和弘：不快感情の脳活動は慢性疼痛患者の破局的思考を増加す

る. 日本慢性疼痛学会プログラム・抄録集 52回: 109, 2023.

本川智子, 坂本淳哉, 佐々木 遼, 本田祐一郎, 沖田 実：低強度筋収縮運動はラット末期変形性膝関節症モデルの軟

骨下骨における破骨細胞の増加を抑制する. PAIN RESEARCH 38(Supplement): S41, 2023.

片岡英樹, 後藤 響, 野元祐太郎, 近藤祐太朗, 中川晃一, 山下潤一郎, 西 祐樹, 平瀬達哉, 坂本淳哉, 沖田 実：脊椎圧

迫骨折患者に対する行動医学的介入を併用した遠隔リハビリテーションの実践. Pain Rehabilitation  13(2): 46,
2023.

遠山柊介, 森下辰也, 陶山和晃, 永田郁弥, 名倉弘樹, 田中貴子, 神津 玲：食道がん患者における術後運動耐容能と

呼吸筋力の関連. 呼吸理学療法学 3(Suppl.): 150, 2023.

中川晃一，片岡英樹，井上凜子，近藤祐太朗，野元祐太郎，後藤 響，山下潤一郎，西 祐樹，本田祐一郎，坂本

淳哉，沖田 実：高齢者の関節可動域制限の臨床病態評価法の開発 超音波画像計測装置を用いた検討. 基礎理学

療法学 26(Supplement): S30-1, 2023.

石木雄大，沖田星馬，高橋あゆみ，三宅純平，前田俊輔，本田祐一郎，坂本淳哉，沖田 実：不動によって惹起

される筋萎縮，筋性拘縮，筋痛に対するベルト電極式骨格筋電気刺激法の効果 刺激強度の影響. 基礎理学療法学

26(Supplement): S121-2, 2023.

前田俊輔，三宅純平，高橋あゆみ，佐々木 遼，本川智子，本田祐一郎，坂本淳哉，沖田 実：不動性骨萎縮に対

する骨格筋電気刺激の効果 破骨細胞の動態に着目して. 基礎理学療法学 26(Supplement): S53-2, 2023.
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森 健太郎, 管 恭徹, 田中貴子, 真崎宏則, 神津 玲：無床診療所における呼吸リハビリテーションの現状と課題. 日
本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 202s, 2023.

森下辰也, 陶山和晃, 遠山柊介, 永田郁弥, 鈴木拓海, 田中貴子, 神津 玲：虚弱高齢者を対象とした吸気筋トレーニ

ングによる咳嗽時最大呼気流量の変化と関連要因. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 193s,
2023.

永田郁弥, 森下辰也, 陶山和晃, 伊東 宏, 池内智之, 城石涼太, 田中貴子, 神津 玲：COPD患者における二重課題遂行

能力と認知機能の関連性. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 191s, 2023.

木下 隆, 津田 徹, 神津 玲, 吉田 誠, 長谷川智子, 佐野裕子, 金子教宏, 田中貴子, 桂 秀樹, 川山智隆：日本呼吸ケア・

リハビリテーション学会会員に対する国際学会参加に関するアンケート調査の結果に関して. 日本呼吸ケア・リ

ハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 189s, 2023.

田中貴子, 陶山和晃, 真崎宏則, 門田耕一郎, 千住秀明, 神津 玲：長崎市におけるCOPD検診の活動状況. 日本呼吸

ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 154s, 2023.

陶山和晃, 遠山柊介, 森下辰也, 板木雅俊, 宮城昭仁, 田中貴子, 真崎宏則, 神津 玲：PRISmと閉塞性障害における関

連要因の相違. 日本呼吸器学会誌 12(増刊): 337, 2023.

田中貴子, 池内智之, 城石涼太, 森 健太郎, 遠山柊介, 神津 玲, 沖田 実：慢性閉塞性肺疾患患者における座位時間に

は疼痛が影響している. Pain Rehabilitation 13(2): 93, 2023.
松崎敏朗, 壱岐尾優太, 宮本直樹, 近藤康隆, 吉田佳弘, 沖田 実, 神津 玲：胸腔鏡下肺切除術後4週の運動耐容能の

変化には退院時疼痛が関連する. Pain Rehabilitation 13(2): 85, 2023.

沖田 実：拘縮のメカニズムと治療戦略. 運動器リハビリテーション 34(2): 165, 2023.

田中貴子, 及川真人, 陶山和晃, 森下辰也, 遠山柊介, 永田郁弥, 鈴木拓海, 神津 玲：本学会員を対象とした慢性呼吸

器疾患患者に対する呼吸リハビリテーションに関するアンケート調査. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

誌 33(Suppl.): 153s, 2023.

鈴木拓海, 森下辰也, 板木雅俊, 岩佐恭平, 筒井益宏, 田中貴子, 神津 玲：慢性呼吸器疾患を有する通所リハビリ

テーション利用者の健康関連生活の質の現状と関連因子. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.):
141s, 2023.

及川真人, 田中貴子, 陶山和晃, 森下辰也, 遠山柊介, 永田郁弥, 鈴木拓海, 神津 玲：本学会員を対象とした急性期呼

吸リハビリテーションの現状に関するアンケート調査. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.):
133s, 2023.

田中貴子, 神津 玲：評価を検証する-正しく評価し判断できているか? 慢性呼吸器疾患に対する日常生活活動の評

価 NRADLの意義と有用性. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl.): 100s, 2023.

立石貴樹, 西 祐樹, 松井菜緒, 立本将士, 伊藤惇亮, 近藤国嗣, 森岡 周：重度感覚鈍麻の麻痺側下肢にしびれ感を呈

した脳卒中症例に対するしびれ同調TENSの効果：症例報告 . 日本物理療法合同学術大会2023抄録集 : 47, 2023.

西 祐樹, 生野公貴, 南川勇二, 中田佳佑, 大住倫弘, 森岡 周：中枢神経障害によるしびれ感に対するしびれ同調経

皮的電気神経刺激の効果検証－マルチプルベースラインデザイン－ . 日本物理療法合同学術大会2023抄録集 : 4,
2023.

生野公貴, 福西 優，井川祐樹，中田佳佑，西 祐樹：脊髄炎後下肢神経障害性疼痛に対するしびれ同調経皮的電

気神経刺激の効果：症例報告 . 日本物理療法合同学術大会2023抄録集 : 19, 2023.

若林 汰，生野公貴，井川祐樹，西 祐樹：中心性頸髄損傷後のしびれ感と感覚・運動障害に対するしびれ同調経

皮的電気神経刺激の効果：単一事例研究. 第21回日本神経理学療法学会学術大会抄録集 : 205, 2023.

坂本淳哉：臨床課題解決に向けた解剖学的研究の展開～基礎研究と臨床研究の融合による理学療法学研究～. 運
動器理学療法学 3(Supplement): S42, 2023.

坂本淳哉：e-learningを活用した学習について. PAIN REHABILITATION 13(2): 69, 2023.

砂川伸也，本田果歩，西山裕太，竹内明日香，小関弘展：掻破動作における強度と回数との関係性. The Japanese
Journal of Rehabilitation Medicine 60(特別号): S111, 2023.

岩永 斉，小関弘展：骨粗鬆症性椎体骨折と骨折の連鎖. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 60(特別号):
S138, 2023.
西山裕太，砂川伸也，本田果歩，小関弘展：屈曲型・伸展型膝固定装具での歩行における隣接関節の動態分析.
The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 60(特別号): S52, 2023.

梶山史郎，小関弘展，朝永 育，尾﨑 誠：感染鎮静化のため透析シャントの閉鎖を必要とした化膿性肩関節炎の

一例. 日本骨関節感染症学会誌 : S190, 2023.
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坂本有希倫, 近藤康隆, 沖田 実, 坂本淳哉：上肢による有酸素運動を併用したリハビリテーションが人工膝関節全

置換術後の痛みにおよぼす影響. 日本慢性疼痛学会プログラム・抄録集 52: 120, 2023.

田中将人, 小倉正基, 渡辺浩司, 佐藤雄也, 吉際俊明, 福田卓民, 片岡英樹, 沖田 実：療養病床におけるフレイル高齢

者の関節可動域制限とその要因. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 60(特別号): 4, 2023.

沖田 実：理学療法士の立場から動くことの意味を考える. 日本老年看護学会第28回学術集会抄録集 : 91, 2023.

中川晃一, 片岡英樹, 井上凛子, 近藤祐太朗, 野元祐太郎, 後藤 響, 山下潤一郎, 西 祐樹, 本田 祐一郎, 坂本淳哉, 沖田

実：関節可動域制限に関わる筋硬度に影響する要因の検討 超音波エラストグラフィを用いて. The Japanese
Journal of Rehabilitation Medicine 60(Supplement): S1555, 2023.

三宅純平, 前田俊輔, 高橋あゆみ, 本田祐一郎, 坂本淳哉, 沖田 実：ラット腓腹筋の廃用性筋萎縮に対する骨格筋電

気刺激の効果 筋内深度別の検討. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 60(Supplement): S1419, 2023.

片岡英樹, 青木秀樹, 立野千晶, 中島俊平, 中川晃一, 山下潤一郎, 本田祐一郎, 坂本淳哉, 沖田 実：障害高齢者にお

ける虚弱の重症度が身体活動量や関節可動域制限におよぼす影響. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine
60(Supplement): S1413, 2023.

高橋あゆみ, 本田祐一郎, 前田俊輔, 三宅純平, 坂本淳哉, 沖田 実：ベルト電極式骨格筋電気刺激による廃用性筋萎

縮の進行抑制効果はAktとPGC-1αを介したFOXOの動態が関与する. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine
60(Supplement): S1411, 2023.
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井口　茂・教授 健康ながさき２１身体活動・運動部会 長崎県

井口　茂・教授
指定規則検証部会 カリキュラム検討作業部
会 部会長

（公社）日本理学療法士協会

井口　茂・教授 地域包括ケア構築支援部会 長崎県

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

井口　茂・教授 指定規則検証部会 （公社）日本理学療法士協会

井口　茂・教授
長﨑地域リハビリテーション広域支援セン
ター運営委員

長﨑県

井口　茂・教授 長﨑地域リハビリテーション連絡協議会 長﨑県

井口　茂・教授 健康ながさき２１身体活動・小委員会 長崎県

井口　茂・教授 社会福祉審議会 長崎市

小関弘展，尾﨑 誠：足関節の機能性テーピングが運動パフォーマンスに及ぼす影響. The Japanese Journal of
Rehabilitation Medicine 60(特別号): S101, 2023.

小関弘展，尾﨑 誠：長崎県における誤嚥性肺炎の疫学的解析

～長崎県版検証票（救急活動記録票）を用いた大規模データ解析～. The Japanese Journal of Rehabilitation
Medicine 60(特別号): S93, 2023.
朝永 育，小関弘展，梶山史郎，古市 格，尾﨑 誠：次亜塩素酸水とポビドンヨード水溶液の前処理が初期バイオ

フィルム形成に及ぼす影響. 日本整形外科学会誌 97(9): S1725, 2023.

朝永 育，小関弘展，梶山史郎，古市 格，尾﨑 誠：次亜塩素酸水で処理した生体金属材料への表皮ブドウ球菌の

付着予防効果. 日本骨関節感染症学会誌 : S58, 2023.

朝永 育，小関弘展，梶山史郎，古市 格，尾﨑 誠：次亜塩素酸水の初期バイオフィルム形成阻害効果. 日本関節

病学会誌 42(3): S132, 2023.

小関弘展，朝永 育，砂川伸也，松村 海，栗原正紀，松坂誠應，尾﨑 誠：大腿骨近位部骨折の疫学的解析. 日本

関節病学会誌 42(3): S277, 2023.
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沖田　実・教授 評議員 日本結合組織学会

折口智樹・教授 評議員 日本リウマチ学会

井口　茂・教授 地域包括ケア推進協議会 長崎市

沖田　実・教授 監事 （一社）日本ペインリハビリテーション学会

井口　茂・教授 地域包括支援センター運営協議会 長崎市

折口智樹・教授 評議員 日本臨床リウマチ学会

神津　玲・教授 長崎県循環器病対策推進協議会委員 長崎県

神津　玲・教授 代議員 （一社）日本呼吸療法医学会

神津　玲・教授

評議員，九州支部運営委員，PICS対策・生
活の質改善検討委員会ワーキンググループ
メンバー，学会認証看護師制度委員会学会
認証看護師試験問題作成ワーキンググルー
プメンバー，集中治療理学療法士制度委員
会委員，集中治療理学療法士試験問題作成
ワーキンググループメンバー，集中治療早
期リハビリテーション委員会委員，重症患
者早期リハビリテーション診療ガイドライ
ン2023作成委員会委員

（一社）日本集中治療医学会

折口智樹・教授 評議員 日本臨床免疫学会

神津　玲・教授 シニアアドバイザー （一社）日本呼吸筋トレーニング研究会

神津　玲・教授 世話人
呼吸リハビリテーションサイエンスフォーラ
ム

神津　玲・教授 代議員
（一社）日本摂食嚥下リハビリテーション学
会

神津　玲・教授

理事，代議員，呼吸リハビリテーション手
技マニュアル作成委員会委員長，呼吸リハ
ビリテーション委員会副委員長，編集委員
会副委員長（査読責任者 AE），財務委員会
委員，学術集会プログラム委員会委員，国
際化委員会委員，学会賞選考員会委員，将
来計画委員会委員，呼吸ケア指導士認定委
員会委員，呼吸ケア指導士認定審議委員会
委員，呼吸ケアスキルアップセミナー実行
委員会委員，酸素療法マニュアル作成委員
会委員，医学教育事業検討委員会委員

（一社）日本呼吸ケア・リハビリテーション
学会

神津　玲・教授 循環器対策事業アドバイザー （公社）長崎県理学療法士協会

神津　玲・教授 編集委員会委員，学術総会検討委員会委員 （一社）日本理学療法学会連合

神津　玲・教授
副理事長，ガイドライン部会長，国際委員
会副委員長

（一社）日本呼吸理学療法学会

神津　玲・教授 世話人 九州肺機能談話会

坂本淳哉・准教授
常任理事・教育委員会担当理事，将来検討
委員会WG委員

（一社）日本運動器疼痛学会

小関弘展・教授 長崎県骨粗鬆症ネットワーク検討会 長崎県

小関弘展・教授 委員 長崎市産業技術審査会

神津　玲・教授 世話人 長崎心臓リハビリテーション研究会

坂本淳哉・准教授 評議員 日本慢性疼痛学会

坂本淳哉・准教授 代議員 日本疼痛学会

神津　玲・教授 世話人 長崎県呼吸ケア研究会

小関弘展・教授 顧問医 損害保険料率算出機構

坂本淳哉・准教授 評議員・査読委員 （一社）日本基礎理学療法学会

小関弘展・教授 ロコモアドバイスドクター ロコモチャレンジ協議会

坂本淳哉・准教授
副理事長・教育委員会委員長・ガイドライ
ン委員会委員長

（一社）日本ペインリハビリテーション学会

坂本淳哉・准教授 認定委員会委員 一般財団法人　日本いたみ財団
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

田中貴子・准教授 学術局・専門領域班 長崎県理学療法士協会

田中貴子・准教授 呼吸リハビリテーション委員 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

田中貴子・准教授 代議員 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

田中貴子・准教授 編集会委員 日本呼吸ケアリハビリテーション学会

田中貴子・准教授 対策委員 長崎県松浦市COPD対策委員会

田中貴子・准教授 対策委員 長崎県長崎市COPD対策委員会

田中貴子・准教授 国際化委員会委員 日本呼吸ケアリハビリテーション学会

田中貴子・准教授 広報委員会委員 日本呼吸ケアリハビリテーション学会

田中貴子・准教授 代議員 日本ペインリハビリテーション学会

田中貴子・准教授
呼吸リハビリテーション手技マニュアル作
成委員会

日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

田中貴子・准教授 評議員 一般社団法人 日本呼吸理学療法学会

本田祐一郎・助教 査読委員 日本物理療法学会

本田祐一郎・助教 学術大会調整部 部員 日本基礎理学療法学会

田中貴子・准教授 学術局・専門領域部 長崎県理学療法士協会

西　祐樹・助教 代議員 （一社）日本ペインリハビリテーション学会

本田祐一郎・助教 広報・渉外部 部員 日本基礎理学療法学会

田中貴子・准教授 編集委員会 公益社団法人日本理学療法士学会

柳田頼英・助教 評議員 日本がん・リンパ浮腫理学療法学会

本田祐一郎・助教 査読委員 日本運動器理学療法学会

本田祐一郎・助教 基礎系領域 分科会員 日本骨格筋電気刺激研究会

柳田頼英・助教 研究者育成開発部 部員 愛知県理学療法士会

柳田頼英・助教
気管吸引ガイドライン改訂協力委員（SR 担
当）

日本呼吸療法医学会

柳田頼英・助教
重症患者の栄養療法ガイドライン2024 指定
ワーキンググループ

日本集中治療医学会

柳田頼英・助教 財務委員会 委員長 日本がん・リンパ浮腫理学療法学会

柳田頼英・助教 評議員 日本栄養・嚥下理学療法学会

柳田頼英・助教 評議員 日本呼吸理学療法学会

柳田頼英・助教 国際委員会 委員 日本呼吸理学療法学会

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

沖田　実・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「脊椎圧迫骨折に起因する慢性疼
痛の発生予防に向けた遠隔リハビリテーショ
ン戦略の開発」

沖田　実・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「ミトコンドリアの動態制御機構
から筋性拘縮の発生機序を探る」

沖田　実・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)「マクロファージの制御機構から
変形性膝関節症に対する運動療法の疼痛軽減
効果を探る」

沖田　実・教授 日本学術振興会 代表
挑戦的研究(萌芽)「コロナ禍がもたらしたエ
ンド・オブ・ライフケアの課題－虚弱高齢者
の身体活動戦略－」

研　究　題　目

沖田　実・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(B)「高齢者の健康寿命延伸に向けた
運動器不活動症候群の予防的介入戦略の開
発」

折口智樹・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「自己炎症と自己免疫による骨量
調節機構の解明:長崎アイランド研究骨衛生活
動」
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代表
基盤研究(C)（一般）「不動性骨萎縮の病態解
明と新たな治療戦略」

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(B)「マクロファージの制御機構から
変形性膝関節症に対する運動療法の疼痛軽減
効果を探る」

小関弘展・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究（C）「難治性インプラント感染にお
ける抗バイオフィ ルム戦略」

小関弘展・教授 日本学術振興会

日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「膠原病患者の口腔ケア・口腔内
環境の現状及び口腔ケア介入前後の効果に関
する研究」

小関弘展・教授 日本学術振興会

分担
若手研究「「痒み」を評価する客観的基準の
開発」

神津　玲・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「間質性肺疾患患者の難治性咳嗽
に対する咳嗽抑制理学療法プログラムの適用
と効果検証」

神津　玲・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「間質性肺疾患患者の活動能力評
価における身体活動量の意義と身体活動量予
測モデル開発」

折口智樹・教授

神津　玲・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「身体的フレイルを有する慢性呼
吸器疾患患者における新たな運動プログラム
の開発」

神津　玲・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「慢性閉塞性肺疾患患者における
呼吸サルコペニアの実態解明と治療プログラ
ムの確立」

田中貴子・准教授 勇美記念財団 代表
在宅医療における感染症対策の教育および啓
発等への助成「長崎呼吸ケアネットワーク研
究会」

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「ミトコンドリアの動態制御機構
から筋性拘縮の発生機序を探る」

田中貴子・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「慢性閉塞性肺疾患の呼吸筋ト
レーニング介入戦略のための最大吸気筋力の
代替指標の開発」

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「脊椎圧迫骨折に起因する慢性疼
痛の発生予防に向けた遠隔リハビリテーショ
ン戦略の開発」

坂本淳哉・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)「高齢者の健康寿命延伸に向けた
運動器不活動症候群の予防的介入戦略の開
発」

田中貴子・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「慢性閉塞性肺疾患患者における
呼吸サルコペニアの実態解明と治療プログラ
ムの確立」

田中貴子・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「身体的フレイルを有する慢性呼
吸器疾患患者における新たな運動プログラム
の開発」

田中貴子・准教授 勇美記念財団 代表
在宅医療等推進のための調査研究等への助成
「地域在住高齢者の肺炎に対する意識調査と
呼吸・嚥下機能の実態」

西　祐樹・助教 日本学術振興会 代表
若手研究「末梢および中枢神経障害によるし
びれ感に対するリハビリテーションの確立と
検証」

西　祐樹・助教 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「パーキンソン病の姿勢不安定性
に有効な経皮的迷走神経刺激を用いた新たな
介入法の開発」
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特 許

その他
 非常勤講師

沖田 実・教授 アルケア株式会社
共同研究「電気刺激を用いた萎縮・拘縮治療手技の開発
研究」

共同研究「慢性疼痛の予防・治療に寄与する患者教育な
らびに認知行動療法のオールインワン医療用アプリケー
ションソフトの開発」

小関弘展・教授 株式会社　ノビテック 掻破行動の3次元動作解析装置に関する共同研究

小関弘展・教授
公益財団法人長崎県産業振興財
団

医工食連携研究会（自助具）に関する共同研究

小関弘展・教授 株式会社　共和電業 客観的掻破強度計測装置に関する共同研究

共同研究「慢性疼痛の予防・治療に寄与する患者教育な
らびに認知行動療法のオールインワン医療用アプリケー
ションソフトの開発」

小関弘展・教授 株式会社　かなえ 深部静脈血栓予防具の開発に関する共同研究

沖田 実・教授
京セラコミュニケーションシス
テム株式会社

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)「高齢者の健康寿命延伸に向けた
運動器不活動症候群の予防的介入戦略の開
発」

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「ミトコンドリアの動態制御機構
から筋性拘縮の発生機序を探る」

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)「マクロファージの制御機構から
変形性膝関節症に対する運動療法の疼痛軽減
効果を探る」

本田祐一郎・助教 日本学術振興会 分担
挑戦的研究(萌芽)「コロナ禍がもたらしたエ
ンド・オブ・ライフケアの課題－虚弱高齢者
の身体活動戦略－」

小関弘展・教授 医療用器具及びその使用 2007年8月29日 2006年5月2日 特願2007-223283

柳田頼英・助教 日本学術振興会 代表
若手研究「新しい高流量酸素システムを用い
た間質性肺疾患急性増悪後の理学療法プログ
ラムの開発」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

坂本淳哉・准教授
京セラコミュニケーションシス
テム株式会社

小関弘展・教授 把持補助具 2007年8月6日 2007年11月21日 実願2007-6057

小関弘展・教授
掻破動作検出爪及び掻破動作定
量評価装置

2020年2月28日 2024年7月22日 特許第7525164号

小関弘展・教授 加圧スリッパ 2016年1月15日 2016年3月2日 実願2016-182

西　祐樹・助教
電気刺激装置及び電気刺激条件
の設定方法

2023年1月31日 出願中 特願2023-012475

沖田　実・教授
非常勤講師（医療教育学特論，医療教育学
特論演習）

神戸学院大学大学院総合リハビリテーション
学研究科

神津　玲・教授 客員教授 森ノ宮医療大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

沖田　実・教授
非常勤講師（リハビリテーション治療技術
学特論Ⅱ）

神戸学院大学総合リハビリテーション学部理
学療法学科
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 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

井口　茂・教授 フレイル啓発 Pint 2023年2月1日

高齢社会において問題となっ
ているフレイルについて，そ
の原因や予防についてわかり
やすく解説した。

西　祐樹・助教 優秀賞
日本物理療法合同学術大
会2023

重度感覚鈍麻の麻痺側下肢に
しびれ感を呈した脳卒中症例
に対するしびれ同調TENSの効
果：症例報告

井口　茂・教授
あなたへチャージ ～フレイ
ルの日

あなたへチャージ 2023年2月1日

高齢社会において問題となっ
ているフレイルについて，そ
の原因や予防についてわかり
やすく解説した。

井口　茂・教授
【長崎】家族を介護「ケア
ラー」の交流会

News every
（ニュース エブ
リィ）

2023年6月5日

ケアラー（家族を介護する
人）の交流会（参加者同士で
の情報交換や近況報告）につ
いて解説した。

神津　玲・教授
超高齢社会で注目される「呼
吸リハビリテーション」

朝日新聞 2023年11月30日

高齢社会で増加する慢性呼吸
器疾患と呼吸リハビリテー
ションの重要性について解説
した。

小関弘展・教授
知っておきたい子どもの「ス
ポーツ障害」

朝日新聞 2023年4月26日
こどものスポーツ障害につい
てわかりやすく解説した。

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

小関弘展・教授 優秀論文賞 金原出版株式会社
高位脛骨骨切り術と脛骨顆外
反骨切り術の臨床成績比較

柳田頼英・助教 学会奨励賞
日本呼吸ケア・リハビリ
テーション学会

誤嚥性肺炎入院患者の生存な
らびに身体機能低下リスクに
関する研究

西　祐樹・助教 奨励賞
第21回日本神経理学療法
学会学術大会

中心性頸髄損傷後のしびれ感
と感覚・運動障害に対するし
びれ同調経皮的電気神経刺激
の効果：単一事例研究

本田祐一郎・助教 若手研究奨励賞
日本物理療法合同学術大
会2023

電気刺激誘発性単収縮運動は
PGC- 1α/VEGF pathwayを介し
て筋性拘縮の進行を抑制する

小関弘展・教授 最優秀演題賞 日本関節病学会
次亜塩素酸水の初期バイオ
フィルム形成阻害効果
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